
1

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

413 施策 配慮が必要な子供・家庭への支援

 こども発達支援センター事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

2

市民ニーズ、社会的役割

施設利用者の安全確保のため、重要な役割を果たしており、市民ニーズは高
い。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 安全対策事業
こども発達支援セン

ター
安全管理員を配置し、不審者の監視等を行うことにより、園児等施設
利用者の安全を確保する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

1,268
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設が完成してから13年が経過し、老朽化が激しくなってきており、修繕の頻
度が多くなってきている。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 施設管理事業
こども発達支援セン

ター
こども発達支援センターの施設維持管理経費。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

22,933
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

杉の子学園は、入園希望が増加しており、定員どおりの受け入れが続いてい
る。また、わかたけ園では、医療的ケアを必要とする児童が増加している。今
後とも支援体制の充実について検討が必要。

平成 30 年度

継続

実施区分

③ 児童発達支援事業
こども発達支援セン

ター

配慮を必要とする就学前児童及びその保護者に対し、各々の児童の
発達課題に即した通園による療育を行い、心身の発達を促すととも
に、保護者の子育ての不安や負担の軽減を図る。

事業全体が法定
事務

（千円）

102,919
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

利用希望者が増加しており、対応できる体制の確保が課題となっている。
平成 30 年度

継続

実施区分

④ 相談支援事業
こども発達支援セン

ター

主に障がい児通所支援の利用を希望している児童について障がい児
支援利用計画の作成、サービス事業者等との連絡調整、利用状況の
モニタリングを実施。

事業全体が法定
事務

（千円）

51
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

利用希望者が増加しており、対応できる体制の確保が課題となっている。
平成 30 年度

継続

実施区分

⑤ 保育所等訪問支援事業
こども発達支援セン

ター

保育所や幼稚園、学校等、障がい児が集団生活を行う場に専門職を
派遣し、当該児童に対し直接療育を行うほか、当該児童に関わるス
タッフに対しても助言・指導を実施。

事業全体が法定
事務

（千円）

2
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

対象者が増加しており、事業費が拡大している状況が続いている。
平成 30 年度

継続

実施区分

⑥
児童福祉サービス給付事

業
こども発達支援セン

ター
障がい児通所支援に係る支給決定及び給付費の審査・支払業務を
実施。

事業全体が法定
事務

（千円）

1,446,815
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課



2

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

発達に不安等のある乳児期後期を対象とした親子教室を新たに開室し、１０組
の親子の参加があった。今後も早期療育の取組みを推進していく。

平成 30 年度

継続

実施区分

③ 乳幼児健診事後指導事業
こども発達支援セン

ター
各健診で発達の遅れの疑いのある児童及び保護者に療育指導や相
談を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

29,303
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

単独通園の日数を、２５日から３０日へ増やしたものの支援ニーズの充足には
至っていない。

平成 30 年度

拡充

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 通園療育支援事業
こども発達支援セン

ター
通園療育を円滑・効果的に行うための事業として、長期欠席対策・単
独通園・外来保育を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

4,123
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

言語聴覚療法については、職員を増員したことにより、相談までの待機の縮小
が図れたが、作業療法については、依然として半年以上の待機がある。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 地域療育事業
こども発達支援セン

ター
相談・巡回・親子教室・各種療法の地域療育、また地域福祉講座・ボ
ランティア活動支援を実施。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

48,034
※課題があるものは■

管理事業　　　　　　　　　　　　　　 こども発達支援センター事業 2 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 413 施策 配慮が必要な子供・家庭への支援


